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野村ワールドスター オープン 

運用報告書(全体版) 
 

第56期（決算日2025年１月24日） 
 

作成対象期間（2024年７月25日～2025年１月24日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（ロング・ショート型） 

信 託 期 間 1995年１月25日から2028年１月24日までです。 

運 用 方 針 

世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープンと実質的に同一の運用の基本方針を有する親投資信託である野村
ワールドスター オープン マザーファンド受益証券に投資し信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。運用
にあたっては、次の投資視点に留意し積極的に運用を行なうことを基本とします。 

○ａ グローバルにみた成長性 

○ｂ 先進国市場では投資タイミングに機敏に対応 

○ｃ 各国の景気サイクルの相異に着目した資産別アロケーション 

○ｄ 時宜を得たテーマや投資対象 

主な投資対象 

野村ワールドスター  
オープン 

主として世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープン マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

世界各国の株式および債券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村ワールドスター  
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、原則として繰越分を含めた利子、配当収入と売買益（評価益を含みます。）等から基準価額水準、市況動向、残
存信託期間等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村ワールドスター オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベンチマーク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

52期(2023年１月24日) 13,138 160 △ 5.8 1.8 60.2 20.8 7.4 △ 0.5 1.5 4,209 

53期(2023年７月24日) 13,977 210 8.0 8.6 67.7 42.2 12.3 31.6 1.6 4,414 

54期(2024年１月24日) 13,980 210 1.5 3.6 58.8 42.4 11.8 65.4 1.8 4,361 

55期(2024年７月24日) 15,313 310 11.8 10.8 64.6 41.5 14.3 44.5 0.6 4,666 

56期(2025年１月24日) 15,930 290 5.9 6.4 60.9 57.5 17.5 13.0 2.9 4,805 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 当ファンドのベンチマークは、MSCI ワールド インデックス（税引後配当込み、円ヘッジベース）です。 

 MSCI ワールド インデックス（税引後配当込み、円ヘッジベース）は、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権

その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所：MSCI、ブルームバーグ） 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベンチマーク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2024年７月24日 15,313 － － 64.6 41.5 14.3 44.5 0.6 

７月末 15,031 △1.8 △1.7 63.2 40.1 14.2 42.0 0.6 

８月末 15,361 0.3 0.1 57.2 53.5 18.8 △13.6 － 

９月末 15,618 2.0 1.8 56.1 51.8 18.5 △ 2.9 － 

10月末 15,512 1.3 2.2 59.1 56.0 2.1 42.3 － 

11月末 15,674 2.4 4.6 57.6 61.1 17.4 21.4 － 

12月末 15,675 2.4 3.8 60.7 49.0 18.0 10.5 2.8 

(期  末)         

2025年１月24日 16,220 5.9 6.4 60.9 57.5 17.5 13.0 2.9 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ワールドスター オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年７月24日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、MSCI ワールド インデックス（税引後配当込み、円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首（2024年７月24

日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
世界株指数を運用ベンチマークとする当ファンドの基準価額（分配金再投資）は、5.92％上

昇しました。 
基準価額変動の主な要因を以下に記します。 
 

（株式運用／＋） 個別銘柄選択効果を除いた株式運用の効果はプラスとなりました。株式市場
が上昇した環境下で株式投資効果がプラスとなりました。 

 
（債券運用／－） 債券運用全体の効果はマイナスとなりました。債券デュレーション※をプラ

スとした配分効果はプラスとなったものの、欧米に重心を置いた地域配分と
したことがマイナスに影響しました。 

 
※ デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指標です。

この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。   
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野村ワールドスター オープン

（通貨運用／－） 通貨運用全体の効果はマイナスとなりました。主に為替ヘッジ（為替の売り

予約）コストがマイナスに影響しました。 

 

（銘柄選択／－） 個別銘柄選択全体の効果はマイナスとなりました。株式では、主に日本にお

いて当該地域の株価指数を下回るリターンとなったことがマイナスに影響し

ました。 

 

その他、信託報酬・売買コスト等が基準価額の押し下げ要因となりました。 

 

○投資環境 

当作成期間において、株式市場では、米国とドイツの代表的な指数が上昇した一方、日本は

下落しました。債券市場では、長期国債利回りが日米独で上昇（価格は下落）しました。為替

市場では、米ドルが対円で上昇（円安）した一方、ユーロは対円で下落（円高）しました。 

 

当作成期首は、2024年７月の米雇用統計が市場予想を下回ったことなどから景気悪化懸念が

強まり、米国を中心に株価が下落しました。日本については、米金利の低下により日米金利差

が縮小し、外国為替市場で円高進行が続いたことから、株価が大幅に下落しました。その後は、

欧米の中央銀行による利下げ期待の高まりなどを背景に、主要先進国の株価が上昇、長期国債

利回りは低下（価格は上昇）基調となりました。 

10月以降は、米大統領選挙が市場で関心を集めました。トランプ前大統領が優勢との見方が

広がった際や、実際に再選が決定した際に、米国を中心に株価、長期国債利回りが上昇しました。 

12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）では、追加利下げが決定されたものの、FOMC参加者

による2025年以降の政策金利見通しで利下げ幅の大幅な縮小などが示唆されたことから、債券

利回りは上昇、株価は下落に転じました。 

2025年１月には、12月の米CPI（消費者物価指数）でエネルギーと食品を除くコア指数の上

昇率が市場予想を下回ってインフレ懸念が和らいだことなどを背景に、欧米の長期債券利回り

が低下し、ハイテク株を中心に株価は上昇しました。ただし、日銀の利上げ観測が重石となり

日本株は下落しました。 
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野村ワールドスター オープン

○当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドは［野村ワールドスター オープン マザーファンド］受益証券を主要投資対象と

しています。なお、当作成期間の組入比率、外貨比率につきましては、野村ワールドスター 

オープンが保有する実質比率を記載しています。 

 

＜資産配分＞ 
・実質株式組入比率 
 

 
（注）DR（預託証書）は国籍の国に含めています（以下同じ）。 

（注）株式には投資信託証券を含みます。 

 

 

 
 

・実質債券組入比率 
 

 

 
 

 

・債券デュレーション  ・通貨配分 
 

  
（注） デュレーションとは金利がある一定の割合

で変動した場合、債券の価格がどの程度変化

するかを示す指標です。この値が大きいほど

金利変動に対する債券価格の変動率が大き

くなります。 
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野村ワールドスター オープン

【株式】 

当作成期首時点に107％程度とした投資比率を段階的に引き上げ、当作成期末時点には121％

程度としました。2024年８月に世界景気に対する慎重な見通しを中立化しました。さらに、11

月には景気が拡大することを見込んだ戦略へと変更しました。 

 

【債券】 

当作成期首時点に3.2年としたデュレーションを、当作成期末時点には0.1年としました。上

記【株式】で述べたように、グローバル景気に対する見通しを変更したため債券デュレーショ

ンを短期化しました。 

 

＜株式・債券の地域別配分等＞ 

【株式】 

当作成期首時点では、北米を72％程度、欧州を18％程度、日本を15％程度、アジア（除く日

本）・オセアニアを３％程度、新興国を－２％程度の配分比率としました。当作成期末時点で

は、北米を82％程度、欧州を15％程度、日本を７％程度、アジア（除く日本）・オセアニアを

５％程度、新興国を12％程度の配分比率としました。世界景気の拡大に伴い幅広い地域の株価

指数が上昇することを想定したため、当作成期首比で主に新興国の配分比率を引き上げました。 

 

【債券】 

当作成期首時点では、日本のデュレーションをマイナスとした一方で、北米、欧州、アジア

（除く日本）・オセアニアのデュレーションをプラスとしました。当作成期末時点でも、日本の

デュレーションをマイナスとした一方で、北米、欧州、アジア（除く日本）・オセアニアのデュ

レーションをプラスとしました。10月には、市場における日銀の金融引き締め懸念が後退した

と判断して日本のデュレーションを一時長期化したものの、12月にはその懸念が高まることに

備えて再び短期化しました。 
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野村ワールドスター オープン

＜実質外貨比率、通貨配分＞ 

為替ヘッジ後実質外貨比率を当作成期首時点の３％程度から当作成期末時点の12％程度へ
と引き上げました。外国通貨の中では、当作成期首時点でユーロ等の欧州通貨を買い持ちとし
て、カナダドルなどの資源国通貨を売り持ちとした通貨配分を、当作成期末時点にはユーロ等
の欧州通貨やカナダドル等の資源国通貨を買い持ちとして、米ドルを売り持ちとする配分へと
変更しました。世界景気の拡大と世界的な金融緩和の継続を想定して、米ドル以外の外貨比率
を引き上げました。 
 
［野村ワールドスター オープン］における［野村ワールドスター オープン マザーファンド］

受益証券の組入比率は当作成期間を通じて高位を維持しました。 
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野村ワールドスター オープン

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では0.46％ポイントのマイナス 

当期の基準価額（分配金再投資）騰落率は＋5.92％と、ベンチマークであるMSCI ワールド 

インデックス（税引後配当込み、円ヘッジベース）の＋6.38％を0.46％ポイント下回りました。 

 

 
 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

・株式の組入比率をベンチマークの100％に対して高位としたこと。 

 

（マイナス要因） 

・主に日本における個別株式の銘柄選択において、当該地域の株価指数を下回るリターンと

なったこと。 

・通貨運用において2024年11月から2025年１月にかけて、対円で下落したユーロを買い持ちと

して上昇した米ドルを売り持ちとしたことなどの外貨選択効果がマイナスとなったこと。 

・債券の地域選択効果などがマイナスとなったこと。 

 

【アクティブリスクの取得について】 

主要投資対象である株式については投資比率を基準配分である100％に対して、99％から

123％程度の範囲でコントロールしました。一方、当ファンドのベンチマークには含まれない

債券投資については、先物を活用しながらデュレーションを０年から３年程度の範囲でコント

ロールしました。また、外国通貨については外貨比率を５％から12％程度の範囲でコントロー



品 名：90001_140153_056_03_野村ワールドスター オープン_1047270.docx 

日 時：2025/2/26 19:10:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 

野村ワールドスター オープン

ルしつつ、買い持ちと売り持ちを行なう通貨を組み合わせるなど、通貨の選択においてリスク

を取得しました。 

 

 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第56期 

2024年７月25日～ 
2025年１月24日 

当期分配金 290  

(対基準価額比率) 1.788％ 

 当期の収益 290  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 7,701   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村ワールドスター オープン マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

株式などのリスク資産に対する積極的な投資姿勢を維持する一方、債券に対しては積極的な

投資姿勢をこれまでよりもやや緩和する方針です。 

足もとまでの世界景気は、政策金利がコロナ禍以前よりも高位で推移していたにもかかわら

ず、景気後退に陥ることなくインフレ率は減速し、経済についても緩やかな減速にとどまりま

した。欧米主要国では、予防的な利下げを開始しており、想定していたソフトランディング（軟

着陸）シナリオが実現しつつあると考えます。 

今後の世界景気については、米国を中心として新たな景気循環が始まると予想します。11月

に実施された米大統領選挙では、トランプ前大統領が勝利するとともに、連邦議会選挙で上下

両院共に共和党が勝利する、いわゆる「トリプル・レッド」の結果となりました。トランプ新

政権の下で打ち出されることが予想される各種政策については、関税の賦課に代表されるよう

な景気に対する下方圧力となりうる政策があるものの、総合的に判断すると、拡張的な財政政
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策や規制緩和など、景気浮揚効果の影響が大きいと評価します。また、大統領選挙を巡る不確

実性を避けて控えられていた設備投資が再開される可能性についても注目します。欧州につい

ても、政局不安が残るものの、財政政策と中央銀行による金融緩和の進行が景気を下支えする

と予想します。なお、中国景気については、政府により打ち出される景気刺激策が市場の期待

を上回ることができていない状況が続いており、新たな経済政策なしには今後の急回復は見込

めないと想定します。 

金融政策については、景気を刺激も冷やしもしないとされる中立金利に向けて各国中央銀行

が緩やかに利下げを進めていくと予想します。ただし、景気が堅調さを保つ限りは、利下げの

幅や実施間隔は緩やかなものとなることを想定します。一方、日本については、2025年も広く

賃上げの実施が予想されるなか、日銀による追加利上げが決定されることを予想します。 

 

資産別の投資方針は下記の通りです。 

 

●株式 

現状程度の投資比率を維持する方針です。世界経済の中心である米国の景気が好調さを維持

することで、株価も堅調となることを予想します。トランプ米新政権下で課される追加関税に

よる消費への下押し圧力が意識されて株式市場が下落する場面も想定されるものの、その際に

は緩和的な金融政策が支えとなることを想定します。投資比率を引き上げる場合は、中国にお

いて、市場期待を上回る景気刺激策が公表される際を想定します。その際には、これまで低調

であった消費が再加速する可能性が高いため、連動しやすいアジアや欧州を中心に投資比率を

引き上げることを検討します。一方、インフレ率が再加速して再び金融引き締めサイクルが始

まる可能性が高まった場合は、反対に投資比率を引き下げることを想定します。 

 

●債券 

世界景気は堅調さを維持しているものの、2022年をピークにインフレ率が徐々に減速する環

境下で、日本を除く多くの国では、今後も利下げが続くことが市場で織り込まれています。ま

た、米国では政策金利が４％程度と比較的早い段階での利下げ停止が市場では織り込まれてい

ますが、さらなる利下げの織り込み余地が残ると考えます。その下では、中央銀行による利下

げが継続することにより債券利回りは短中期年限が低下しやすいと予想します。逆に、長期・

超長期年限は財政政策に対する思惑を背景に利回りが低下しづらく、イールドカーブ（利回り

曲線）は傾斜化しやすいと考えます。 

地域配分においては欧米への投資を積極的とする一方、日本への投資を抑制的とする方針で

す。欧米主要各国が利下げを進める中、日本はさらなる利上げが想定されます。欧米との金融

政策の乖離が続く限り、地域間の相対戦略は継続する方針です。 

また、社債に関しては国債との利回り格差が小さく、投資魅力度は低いと考えるため、当作

成期末時点では投資を抑制しており、今後も抑制的な投資姿勢を継続する方針です。 
  



品 名：90001_140153_056_03_野村ワールドスター オープン_1047270.docx 

日 時：2025/2/26 19:10:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

野村ワールドスター オープン

●為替 

上記●債券で述べた通り、日本における今後の金融引き締め継続を想定するものの、内外金

利差が高水準と判断する現状では円の更なる上昇余地が小幅であると考えます。上記より、現

状程度の外貨比率を維持する方針です。 

 

［野村ワールドスター オープン］ 

主要投資対象であります［野村ワールドスター オープン マザーファンド］受益証券の組み

入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年７月25日～2025年１月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 122  0.787  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 45)  (0.294)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 69)  (0.444)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.050)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.037   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.007)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.005)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  4)  (0.025)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.005   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.005)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.010   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.008)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 131   0.839    

期中の平均基準価額は、15,478円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.58％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年７月25日～2025年１月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールドスター オープン マザーファンド 21,797 83,100 64,730 258,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年７月25日～2025年１月24日) 

 

項 目 
当 期 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 665,177千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,791,571千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.23   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年７月25日～2025年１月24日) 

 

＜野村ワールドスター オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールドスター オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 253 1 0.4 411 11 2.7 

株式先物取引 14,760 1,544 10.5 14,270 1,827 12.8 
債券先物取引 12,608 2,880 22.8 13,909 2,725 19.6 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,747千円 
うち利害関係人への支払額（B） 107千円 

（B）／（A） 6.2％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年１月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 1,200,768 1,157,835 4,795,406 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年１月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 4,795,406 97.2 

コール・ローン等、その他 135,701 2.8 

投資信託財産総額 4,931,107 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールドスター オープン マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,685,168千円）の投資信託財産総額（4,905,538

千円）に対する比率は75.1％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝156.33円、１カナダドル＝108.74

円、１英ポンド＝193.18円、１スイスフラン＝172.23円、１スウェーデンクローナ＝14.22円、１ノルウェークローネ＝13.88円、１デンマー

ククローネ＝21.83円、１ユーロ＝162.88円、１ズロチ＝38.6362円、１香港ドル＝20.07円、１シンガポールドル＝115.31円、１ウォン＝0.1092

円、１豪ドル＝98.22円。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年１月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,931,107,851   

 コール・ローン等 133,900,228   

 野村ワールドスター オープン マザーファンド(評価額) 4,795,406,747   

 未収入金 1,800,000   

 未収利息 876   

(B) 負債 126,075,706   

 未払収益分配金 87,474,437   

 未払解約金 1,423,712   

 未払信託報酬 37,099,237   

 その他未払費用 78,320   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,805,032,145   

 元本 3,016,359,924   

 次期繰越損益金 1,788,672,221   

(D) 受益権総口数 3,016,359,924口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,930円 
 

（注）期首元本額は 3,047,655,820 円、期中追加設定元本額は

84,352,620円、期中一部解約元本額は115,648,516円、１口当た

り純資産額は1.5930円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額4,783,382円。（野村ワールド

スター オープン マザーファンド） 

○損益の状況 (2024年７月25日～2025年１月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 34,409   

 受取利息 34,409   

(B) 有価証券売買損益 310,703,803   

 売買益 314,178,064   

 売買損 △    3,474,261   

(C) 信託報酬等 △   37,177,557   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 273,560,655   

(E) 前期繰越損益金 1,333,567,168   

(F) 追加信託差損益金 269,018,835   

 (配当等相当額) (    803,300,263)  

 (売買損益相当額) (△  534,281,428)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,876,146,658   

(H) 収益分配金 △   87,474,437   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,788,672,221   

 追加信託差損益金 269,018,835   

 (配当等相当額) (    803,486,631)  

 (売買損益相当額) (△  534,467,796)  

 分配準備積立金 1,519,653,386   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2024年７月25日～2025年１月24日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年７月25日～ 
2025年１月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 38,969,617円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 234,591,038円 

c. 信託約款に定める収益調整金 803,486,631円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,333,567,168円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,410,614,454円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,991円 

g. 分配金 87,474,437円 

h. 分配金(１万口当たり) 290円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 290円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

 



添付ファンド_9pt_1047270.indd   17添付ファンド_9pt_1047270.indd   17 2025/02/26   19:12:512025/02/26   19:12:51



－ 18 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   18添付ファンド_9pt_1047270.indd   18 2025/02/26   19:12:522025/02/26   19:12:52



－ 19 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   19添付ファンド_9pt_1047270.indd   19 2025/02/26   19:12:522025/02/26   19:12:52



－ 20 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   20添付ファンド_9pt_1047270.indd   20 2025/02/26   19:12:522025/02/26   19:12:52



－ 21 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   21添付ファンド_9pt_1047270.indd   21 2025/02/26   19:12:522025/02/26   19:12:52



－ 22 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   22添付ファンド_9pt_1047270.indd   22 2025/02/26   19:12:522025/02/26   19:12:52



－ 23 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   23添付ファンド_9pt_1047270.indd   23 2025/02/26   19:12:522025/02/26   19:12:52



－ 24 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   24添付ファンド_9pt_1047270.indd   24 2025/02/26   19:12:522025/02/26   19:12:52



－ 25 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   25添付ファンド_9pt_1047270.indd   25 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 26 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   26添付ファンド_9pt_1047270.indd   26 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 27 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   27添付ファンド_9pt_1047270.indd   27 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 28 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   28添付ファンド_9pt_1047270.indd   28 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 29 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   29添付ファンド_9pt_1047270.indd   29 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 30 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   30添付ファンド_9pt_1047270.indd   30 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 31 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   31添付ファンド_9pt_1047270.indd   31 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 32 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   32添付ファンド_9pt_1047270.indd   32 2025/02/26   19:12:532025/02/26   19:12:53



－ 33 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   33添付ファンド_9pt_1047270.indd   33 2025/02/26   19:12:542025/02/26   19:12:54



－ 34 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   34添付ファンド_9pt_1047270.indd   34 2025/02/26   19:12:542025/02/26   19:12:54



－ 35 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   35添付ファンド_9pt_1047270.indd   35 2025/02/26   19:12:542025/02/26   19:12:54



－ 36 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   36添付ファンド_9pt_1047270.indd   36 2025/02/26   19:12:542025/02/26   19:12:54



－ 37 －

添付ファンド_9pt_1047270.indd   37添付ファンド_9pt_1047270.indd   37 2025/02/26   19:12:542025/02/26   19:12:54


